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女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は

ク
ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
ご
家
庭

で
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
火
災
等
の

事
故
を
予
防
し
、
万
が
一
発
生
し
て

し
ま
っ
た
場
合
で
も
被
害
を
最
小
限

と
す
る
た
め
、
防
火
、
防
災
等
に
関

す
る
知
識
を
学
び
、
防
火
、
防
災
意

識
の
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
で
火
災

等
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
活
動
に
ご
興
味
が
あ
る
方

は
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動
内
容

〇 

火
災
予
防
の
知
識
、
初
期
消
火
方

法
等
の
習
得

〇
応
急
手
当
、
救
命
処
置
等
の
習
得

〇
火
災
予
防
の
普
及
啓
発

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と

健
康
増
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
町
は
９
月
５
日
（
月
）
に
明
治
安

田
生
命
保
険
相
互
会
社
平
塚
支
社

（
支
社
長
　
山
本
恵
さ
ん
）
と
健
康

増
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、

「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
」「
が

ん
対
策
に
関
す
る
こ
と
」「
感
染
症

対
策
に
関
す
る
こ
と
」
な
ど
様
々
な

健
康
増
進
の
事
業
に
お
い
て
幅
広
く

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
か
ら
20
万
６
千
５
百

円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
本
町
が

実
施
す
る
健
康
づ
く
り
に
関
連
す
る

事
業
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
☎
内
線
３
４
５

問
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
６

　
大
野
ト
シ
さ
ん
（
高
麗
）
と
飯
田

玉
惠
さ
ん
（
東
町
）
が
８
月
に
満
百

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

し
ま
す
。

問
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６

百
歳 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▲大野トシさん▲飯田玉惠さん

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

２
０
２
２
年
度

　
全
国
統
一
防
火
標
語

　「
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り火の

用
心
」

　
11
月
９
日
（
水
）
か
ら
15
日
（
火
）

ま
で
の
７
日
間
、
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
季
節
を
前
に
、
火
災
予
防
へ
の

関
心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
を
中
心
と
し

た
死
傷
者
の
数
を
減
ら
す
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　「
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」

を
参
考
に
普
段
の
生
活
の
中
で
火
災

の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
イ
ン
ト
」

４
つ
の
習
慣

○ 

寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ
せ

な
い
。

○ 

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
。

○ 

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い
。

○ 

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

○ 

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス

ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置

の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

○ 

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点

検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

○ 

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

及
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い

方
を
確
認
し
て
お
く
。

○ 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常

に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

○
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別

　 

訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策
を
行
う
。

☆ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く
な

る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池
切

れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
と
て
も

危
険
で
す
。
10
年
を
目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

問
消
防
総
務
課

　
☎
（
61
）
０
９
１
１
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代
理
の
方
が
来
館
し
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
後
日
、
職
員
が
自
宅
に
伺
い
ま

す
。
要
件
の
審
査
後
、
宅
配
の
可
否
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

絵
本
作
家
お
お
い
じ
ゅ
ん
こ

『
あ
り
ん
こ
ト
ロ
ッ
コ
』
パ
ネ
ル
展

　『
ぺ
ん
ち
ゃ
ん
の
か
き
ご
お
り
』
や

『
ク
ッ
キ
ー
ひ
め
』
で
知
ら
れ
て
い
る
絵

本
作
家
お
お
い
じ
ゅ
ん
こ
さ
ん
が
、
11
月

19
日
に
図
書
館
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
講
演
テ
ー
マ
の
絵
本
『
あ
り
ん
こ

ト
ロ
ッ
コ
』
の
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
ま

す
。
親
子
で
一
緒
に
絵
本
の
世
界
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
11
月
11
日
（
金
）～
19
日
（
土
）

▼�
と
こ
ろ
　
図
書
館
１
階
い
そ
ち
ゃ
ん
ひ

ろ
ば
窓

書
籍
消
毒
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
館
・
分
館
と
も
に
書
籍
消
毒
機
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
使
い
方
は
、
借
り
た
本

を
消
毒
機
の
中
に
あ
る
フ
ッ
ク
に
掛
け
、

開
始
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
す
。
除

菌
・
消
臭
が
で
き

る
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ありんこトロッコ

おおいじゅんこ・作
アリス館

「
鉄
道
開
業
１
５
０
周
年
～
東
海
道

線
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
～
」

　
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
の
今

尾
恵
介
氏
を
講
師
に
迎
え
、
鉄
道
開
業

１
５
０
周
年
を
記
念
し
、
町
の
発
展
に
寄

与
し
た
東
海
道
線
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

す
。

▼�

と
き
　
11
月
20
日
（
日
）
14
時
～
15
時

30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
大
会
議
室

▼�

講
師
　
今
尾
　
恵
介
氏
　
地
図
情
報
セ

ン
タ
ー
評
議
員
、
日
本
地
図
学
会
評
議

員
。
著
書
に
『
地
図
鉄
の
す
す
め
』
他

多
数

▼
定
員
　
25
人
（
先
着
順
）

▼�

申
込
み
　
11
月
２
日
（
水
）
～
、
電
話

ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

図
書
館
か
ら
ご
自
宅
へ
お
届
け
し
ま
す

「
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

　
図
書
館
の
本
が
読
み
た
い
け
れ
ど
、
出

か
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
希
望
す
る

図
書
な
ど
を
自
宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
方
　
町
内
在
住
で
、

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

で
来
館
困
難
な
方

②�

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、下
肢：

体
幹
機
能
及
び
視
覚
障
害
者
で
、
１
級

及
び
２
級
の
方
。
上
肢
：
内
部
障
害
者

で
１
級
の
方

▼�

利
用
を
は
じ
め
る
に
は
　
電
話
ま
た
は

秋
季
企
画
展
「
島
崎
藤
村
と

大
磯
を
愛
し
た
文
人
た
ち
」

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
企
画
展
を
開
催
中

で
す
。
12
月
11
日
（
日
）
ま
で
、
郷
土
資

料
館
が
所
蔵
す
る
島
崎
藤
村
の
資
料
を
企

画
展
示
室
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
関
連
企
画
と
し
て
、
講
演
会
と
図
書
館

で
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

◎
講
演
会

　
晩
年
の
２
年
余
り
を
大
磯
で
過
ご
し
た

島
崎
藤
村
。
藤
村
は
ど
う
し
て
大
磯
を
選

ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
に
迫
り

ま
す
。

▼�

演
題
　
島
崎
藤
村
と
モ
ダ
ン
大
磯
町
の

１
９
４
０
年
代

▼
と
き
　
11
月
12
日
（
土
）
14
時
～
16
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
研
修
室

▼�

講
師
　
目
野
　
由
希
氏
（
国
士
舘
大
学

教
授
）

▼
定
員
　
30
名

▼�

申
込
み
　
11
月
２
日
（
水
）
か
ら
先
着

順
。
郷
土
資
料
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

濱
谷
浩
写
真
展

　「
大
磯
を
愛
し
た
文
化
人
」

　
写
真
家
・
濱
谷
浩
が
と
ら
え
た
「
大
磯

を
愛
し
た
文
化
人
」（
三
岸
節
子
、
安
田

靫
彦
、
矢
代
幸
雄
な
ど
）
の
肖
像
を
展
示

し
ま
す
。

▼�

と
き
　
11
月
19
日
（
土
）
～
12
月
11
日

（
日
）

▼
と
こ
ろ
　
町
立
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
※
休
館
日
は
図
書
館
に
同
じ
。

旧
吉
田
茂
邸建

築
講
座
・
見
学
会

　
旧
吉
田
茂
邸
は
、
明
治
期
に
吉
田
茂
の

養
父
・
健
三
が
別
荘
を
構
え
て
以
来
、
度

重
な
る
増
改
築
を
経
て
い
ま
す
。
特
に
金

の
間
や
銀
の
間
を
代
表
す
る
新
館
の
増
築

は
、
近
代
数
寄
屋
建
築
を
確
立
し
た
吉
田

五
十
八
が
手
が
け
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
吉
田
五
十
八
の
近
代
数

寄
屋
建
築
の
特
徴
や
日
本
建
築
史
の
中
で

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
建
築
史
家
の
水

沼
淑
子
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
見
学
会
で
は
、
実
際
に
吉
田
邸
を
見

学
し
な
が
ら
、
吉
田
五
十
八
に
よ
る
建
築

の
特
徴
を
ご
説
明
し
ま
す
。

▼�

と
き
　
11
月
23
日
（
水
・
祝
）
13
時
30

分
～
16
時
頃

▼�

と
こ
ろ
　
県
立
大
磯
城
山
公
園
旧
吉
田

茂
邸
地
区
管
理
休
憩
棟

▼�

講
師
　〈
講
演
会
〉水
沼
　
淑
子
氏（
建

築
史
家
・
関
東
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、

〈
見
学
会
〉
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
磯
ガ
イ
ド

協
会

▼
定
員
　
30
名

▼�
参
加
費
　
６
６
０
円
（
旧
吉
田
邸
観
覧

料
及
び
ガ
イ
ド
料
）

▼�

申
込
み
　
11
月
２
日
（
水
）
か
ら
先
着

順
。
郷
土
資
料
館
窓
口
ま
た
は
電
話

（（
61
）
４
７
０
０
）
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

第
21
回
大
磯
図
書
館
ま
つ
り
の
申
込
み
は

締
め
切
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　11／７・10・14・21・28
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　11／１・７・14・21・28


